


1　KRK2020 KRK2020　2 

シート防水に関する情報発信
https://www.krkroof.net/
KRKのホームページを通じて、材料の品質向上、環境負荷低減
など最新技術情報の発信を行ってい
ます。
● 技術資料　　
　 防水シートに関する規格や防水層
　 の性能評価方法、諸性能、施工や
　 補助材料、メンテナンス等を掲載
　 しています。
● 仕様と施工
　 各種仕様、防火性能、各工法別施工手順や納まり図を掲載し
　 ています。
● Ｑ＆Ａ
　 耐風圧性能などよくご質問いただく事柄をまとめました。
● 出版物
　 当工業会の発行するマニュアルのご紹介やパンフレットＰＤＦ
　 のダウンロードができます。
　※当広報誌2006 vol.1～2019 vol.14もダウンロード可能です。
　　
　

KRKの出版物
KRKはシート防水の品質向上のため、施工マニュアル
やパンフレット、技術資料、仕様書、規格書など様々な
発刊物を作成しています。

藤本 庄三
合成高分子ルーフィング工業会会長

合成高分子ルーフィング工業会は、1970年に懇話会として
スタートし、各方面の皆さまのご協力の下、昨年設立５０周年
を迎える事が出来ました。そして今年は、次の50年のスタート
を切る年となりましたが、年明けから世界的に猛威を振るって
いる新型コロナウイルスが、社会や経済に多大な影響を与え
ています。公共事業なども新型コロナ対策の影響を受け、財
政が逼迫し、発注の延期に踏み切る自治体も出ているようで
す。また、アフターコロナの新しい生活様式に合わせた事業見
直しなど国の動きを見ながら検討する自治体もあるようです。

ＫＲＫは関係各方面のご支援を賜り、活発な活動を展開しています。

KRKの活動

KRK会員向け研修会
● 2019年度研修会（於：東京、大阪、名古屋、福岡）
　 テーマ ： 公共建築工事標準仕様書 公共建築改修工事標準
　　　　　 仕様書H31版改定/UR都市機構に対する塩ビ系
　　　　　 シートの試験施工報告/2018年台風21号による
　　　　　 防水層等被害調査結果/KRK50年の歴史/賛助
　　　　　 会員様の製品紹介（タキロンマテックス㈱、㈱ベルテック、
　　　　　 ㈱山装）

建設業全体、作業現場では様々なコロナ対策が取られ、操業
を止めないよう働きかけをされています。一方では、昨年6月
「新・担い手３法」が成立し、益々労働環境の改善が求められま
す。当工業会でも働き方改革の推進、生産性向上に合わせ、
施工技術の維持および向上、また技能員育成は喫緊の課題と
なっております。
各関連団体様との連携を取り、活動内容を更にレベルアップ
させ、業界における地位に向上の為に尽くして参ります。関係
各位の益々のご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ
ＪＷＭＡへの対応
日本防水材料協会（ＪＷＭＡ）の様々な活動に参画しています。
● 若手勉強会
● FEM勉強会
● 環境対応委員会
● 運営委員会
● 人材育成委員会

官公庁への協力
● 公共建築工事標準仕様書及び公共建築改修工事標準
　仕様書改定への協力

● KRK シート防水マニュアル(平成29年改訂）
● シート防水Q&A
● シート防水金属下地断熱機械的固定工法
● 高反射率防水シートKRK 規格
● 加硫ゴムシート防水(平成30年改訂）
● 加硫ゴム系シート防水マニュアル(平成28年改訂）
● 加硫ゴム系シート防水高断熱接着工法
● 塩ビ・TPE シート防水(平成30年改訂）
● EVA 系シート防水
● KRK広報誌（２００６ー２０１9）

 

 

［賛助会員広告］

防水材料の市場動向

出典：2019年度 JWMA統計

歴　史

実　績

KRKの歴史と実績
KRKの概要

KRKの構成

ＫＲＫは1970年にシート防水材料のJIS規格制定を契機に
設立された「合成高分子ルーフィング懇話会」を母体として
1978年現在の工業会組織に改組し、50年の歴史を歩んでま
いりました。JIS規格の改定、公共建築工事標準仕様書の改定、
日本建築学会の研究活動参画など幅広く活動してまいりまし
た。

ＫＲＫは製品や工法の革新にむけ、常に意欲的に取り組んで
来ました。建築業界を取り巻く激しい環境の変動にも柔軟に
対応し、新築工事だけでなく改修需要への対応や新しい仕様
の開発、施工技術の平準化等に取り組んでいます。

KRKはシート防水の品質向上と施工技術の標準化に積極的に
取り組んでいます。

ＫＲＫは防水シートの優良メーカーで構成されており、組織は
以下の通りです。

総　　会 理　 事　 会

活性化委員会

事務局

加硫ゴム部会

塩ビ・TPE部会

EVA部会

業務委員会

技術委員会

広報委員会
広報部会

コンピューター部会

［賛助会員広告］

  ・  ポリマーセメントペーストを用いたシート防水構法に関する
　  研究　第3報、第４報
  ・  エチレン酢酸ビニル樹脂（EVA）系シート防水層の性能評価
　  EVA系シートの接合部水密性試験（その１）

KRK ＝ 合成高分子ルーフィング工業会　NUK ＝ 日本ウレタン建材工業会　
FBK ＝ FRP防水材工業会

18,409千㎡
13,443千㎡
20,298千㎡
4,757千㎡
5,308千㎡

  合成高分子系シート防水（KRK集計）…………………
  アスファルト系防水（熱工法、常温工法）………………
  ウレタンゴム系塗膜防水（NUK集計）………………
  FRP系塗膜防水（FBK集計）…………………………
  改質アスファルトシート防水トーチ工法………………

◆

◆

◆

◆

◆ …
…

…

● 技術委員会
● 広報統計委員会
● 木造混構造フラットWG
● 防水保証ガイドラインWG
● 講習会への参加

日本建築学会における活動
ＫＲＫは日本建築学会活動にも積極的に取り組んでいます。
● JASS8改定作業への協力
● 2019年日本建築学会WG活動
  ・  防水改修WG
  ・  防水材料の長期耐久性評価試験方法小委員会
  ・  地下外壁外防水仕様評価小委員会
  ・  JASS8改訂小委員会
  ・  台風２１号による防水層被害調査WG
● 2019年度日本建築学会大会（北陸、金沢工大）への参加

年
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下地の挙動に追従します
シートをスレート板に張り付けた実験では、
50mm幅でも破断しません。

工程が少なく、工期短縮が図れます
シート防水はシングルプライ（一層防水）のた
め、工程が少なく、工期短縮が図れるほか、工程
管理が容易になります。

均質な防水層を形成します
品質管理された工場において、シート状に製造さ
れているため、物性・寸法（厚さ・幅・長さ）などのば
らつきが少なく、均質な防水層を形成します。

耐久性に優れています
使用している材料は、耐候性・耐水性・耐熱性等
に優れるため、露出でも優れた耐久性を発揮し
ます。

シート防水材の特長を上手く生かすことで、信頼性の高い防水層を実現しています。
シート防水の特長

かぶせ工法が可能です
改修工事の際、既存防水層を撤去せず、新規
シートをかぶせて施工できます。

土木工事にも採用されています
処分場、貯水池、用水路などの遮水・防水工事に
採用されています。

屋上等
防水シート

工期短縮OK

土木工事OK
用水路等

かぶせ工法OK

シート防水材の紹介 公共建築工事標準仕様書(平成31年版)

1. ALCパネルの場合は、工程1を（ ）
　 内とする。  
2. SＩ－M2の場合で断熱材が硬質ウレ
　タンフォーム断熱材を用いる場合は、
　工程３を行わない。
3. SＩ－F1の場合で粘着層付又は接着剤
　付加硫ゴム系ルーフィングシートを使用
　する場合は、工程３の接着剤使用量を
　0.2kg／㎡（下地面のみ）とする。
4. SＩ－M2の場合で立上りが接着工法の
　場合、立上り面のシート厚さは特記に
　よる。特記がなければ1.5㎜とする。
5. 工程２の断熱材張付けは、ルーフィング
　シート製造所の仕様による。
6. 仕上塗料の種類及び使用量は、特記
　による。特記がなければ、使用量は、
　ルーフィングシートの製造所の仕様に
　よる。
7.防湿用フィルムの設置は特記による。

　1.　S－C1については、屋内防水に適用する。
　2.　工程４のモルタル塗厚は、特記による。

－

S－F1 S－F2 S－M1 S－M2 S－M3

材料・工法

プライマー塗り

使用量
(kg/m2)
0.2
(0.3)　

－
(プライマー塗り)

－
(0.3)　

使用量
(kg/m2)

使用量
(kg/m2)

使用量
(kg/m2)

使用量
(kg/m2)材料・工法 材料・工法

－ － － －－ －

－ －

－－仕上塗料塗り － －－ －

接着剤塗布

加硫ゴム系
ルーフィング
シート(1.2㎜)
張付け

0.4

－

－

塩化ビニル樹脂
系ルーフィング
シート(2.0㎜)
張付け

－

加硫ゴム系
ルーフィング
シート(1.5㎜)
の固定金具
による固定

－

－

－

塩化ビニル樹脂
系ルーフィング
シート(1.5㎜)
の固定金具
による固定

－

熱可塑性
エラストマー系
ルーフィング
シート(1.2㎜)
の固定金具
による固定

－

接着剤塗布 0.4 － －

材料・工法 材料・工法

種別
工程

1

2

3

4

機　械　的　固　定　工　法工法 接　着　工　法接　着　工　法 機　械　的　固　定　工　法

（注）2

（注）4 仕上塗料塗り（注）4

（注）1 （注）1

SI－F1 SI－F2 SI－M1 SI－M2

材料・工法

プライマー塗り

使用量
(kg/m2)
0.2
(0.3)　

－
(プライマー塗り)

－
(0.3)　

－

使用量
(kg/m2)

使用量
(kg/m2)

使用量
(kg/m2)材料・工法 材料・工法

－ －

－

－

－－ －－

接着剤／断熱材

加硫ゴム系
ルーフィング
シート(1.2㎜)
張付け

－

－

塩化ビニル樹脂
系ルーフィング
シート(2.0㎜)
張付け

－

加硫ゴム系
ルーフィング
シート(1.5㎜)
の固定金具
による固定

－

－ －

塩化ビニル樹脂
系ルーフィング
シート(1.5㎜)
の固定金具
による固定

－

接着剤塗布 0.4 － －

材料・工法

種別

工程

1

3

4

5

機　械　的　固　定　工　法工法 接　着　工　法接　着　工　法 機　械　的　固　定　工　法

2 接着剤／断熱材 断熱材

接着剤塗布 絶縁用シート敷設

－

－

断熱材

0.4

－

（注）2

（注）7

（注）3

仕上塗料塗り（注）6 仕上塗料塗り（注）6

（注）1 （注）1

［賛助会員広告］

ルーフィングシートを接着剤を使用して下地に張り付ける工法で、シート
防水の初期の頃から採用されているベーシックな仕様です。下地に全面
的に接着されていますので、耐風性に優れ、作業性もよく大面積を比較
的短期間に施工できます。下地の乾燥など下地条件に注意が必要です。

ルーフィングシートを固定金具を用いて下地に固定する工法です。接着
剤を使用しないので接着に必要な要素が除外されるため、改修工事や
下地条件の厳しい場所などに採用されています。建築基準法に基づき
定められた風圧力計算により耐風圧性に配慮した固定金具の設置が必
要です。

ルーフィングシートをポリマーセメントペースト等を用いて下地に密着
させる工法です。ルーフィングシートと下地との間に密にポリマーセメ
ントペーストが介在することで、水の通り道を作りません。下地の乾燥が
不要で保護層を薄く仕上げたい室内防水や地下防水、屋上防水に最適
です。

接着工法

機械的固定工法

密着工法

シート防水工法の紹介

加硫ゴム系
塩化ビニル樹脂系
熱可塑性エラストマー系

加硫ゴム系
塩化ビニル樹脂系

エチレン酢酸ビニル樹脂系

●

●

●

●

●

●

加硫ゴム系シート
●  低温、高温の広い温度範囲にわたって安定している。
●  多様な下地材料に適用し、改修工事にも適している。
● 引張強さ、伸び特性が大きく、下地亀裂追従性、繰返し伸縮
　などに優れている。

非加硫ゴム系シート
●  シート防水層自体の収縮する力が弱く、浮きや接合部の
　ズレなどが発生しにくい。
●  ルーフィングシート相互の接着接合性が良好で一体化する。
●  ルーフィングシート自体が柔軟で、複雑な形状の下地に
　なじみ易い。

エチレン酢酸ビニル樹脂（EVA）系
シート
●  可塑剤を含有しない、もともと柔軟な素材である。
●  引張強さ、引裂き強さ、伸び特性が非常に大きく、下地亀　
　 裂追従性や繰返し伸縮などに優れている。
●  コンクリートやモルタル等と強固に密着する。
●  防水層端末部に押え金物を使用しない。

塩化ビニル樹脂（PVC）系シート
●  ルーフィングシート相互は熱融着あるいは溶剤溶着で接合
　でき、一体化する。
●  耐圧縮性、耐摩耗性に優れているため、軽歩行ができる。
●  防水層は自己消火性を有しており、延焼しにくい。

熱可塑性エラストマー（TPE）系
シート
●  ルーフィングシート相互は熱融着で接合でき、一体化する。
●  ハロゲン、可塑剤類を含まないので、物性変化が少なく環
　境汚染や人体への影響が少ない。

（注）

S－C1
材料・工法

プライマー塗り 0.3　

5.0　接着剤（ポリマーセメントペースト）塗布

－

－

エチレン酢酸ビニル樹脂系ルーフィングシート（⒈０㎜）張付け

種別
工程

1

3

4

工法 接　着　工　法屋　内　保　護　密　着　工　法

2

モルタル塗り

（注）1

（注）2

使用量(kg/m2)

（注）

（注）

1.　ALCパネルの場合は、工程1を（ ）内とする。  
2.　S－F1の場合で粘着層付又は接着剤付加硫ゴム系ルーフィングシートを使用する場合は、工程２の接着剤使用量を0.2kg／㎡（下地面のみ）とする。
3.　S－M2の場合で立上りが接着工法の場合は、立上り面シート厚さは特記による。特記がなければ1.5㎜とする。
4.　仕上塗料の種類及び使用量は、特記による。特記がなければ、使用量は、ルーフィングシート製造所の仕様による。

（注）7
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シート防水施工事例

高田松原津波復興祈念公園 東日本大震災津波伝承館・道の駅高田松原 
塩化ビニル樹脂系シート防水機械的固定断熱工法

加工機器メーカー工場
塩化ビニル樹脂系シート防水機械的固定断熱工法

吉野ヶ里歴史公園センター 
加硫ゴム系シート防水接着工法

デンソー岩手電子デバイス工場
熱可塑性エラストマー系シート防水機械的固定断熱工法
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某店舗
塩化ビニル樹脂系シート防水機械的固定断熱工法

シティマンション曽根田屋上防水改修工事
加硫ゴム系シート防水機械的固定工法

某集合住宅
塩化ビニル樹脂系シート防水機械的固定工法

某福祉サービス事業所　
塩化ビニル樹脂系シート防水機械的固定断熱工法

［賛助会員広告］
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MARUHON FUKUOKA
塩化ビニル樹脂系シート防水接着断熱工法

某医療施設
塩化ビニル樹脂系シート防水機械的固定断熱工法

天然温泉　湯～ねる（浴室防水）
エチレン酢酸ビニル樹脂系シート防水密着工法

成田空港温泉　空の湯（浴室防水）
エチレン酢酸ビニル樹脂系シート防水密着工法

● 表紙写真 ：ＹＳアリーナ八戸
設　  計
施　  工 
延床面積
所 在 地 

： 山下設計
： 清水・穂積・石上特定建設工事共同企業体
： 26,274㎡
：青森県八戸市大字売市字輿遊下３番地

構　 造 
防水仕様

： ＲＣ造、Ｓ造
：塩化ビニル樹脂系シート防水機械的固定断熱
（斜屋根接着）工法

［賛助会員広告］


